
全社共通の取り組み
● 廃棄物の排出量上位3物質（金属くず、廃油、木くず等）の削減活動
●  省資源、3Rの推進
● ゼロエミッションの維持・向上
● 電子マニフェスト導入の推進

事業活動に伴う環境負荷低減に向けた取り組み
❶温室効果ガス削減対策の推進

❷産業廃棄物最終処分量の削減

❸排水・化学物質の環境負荷低減

廃棄物排出量とリサイクル率 環境データ管理システム
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PRTR法で定められた化学物質の排出・移動量のデータについては「全社環境負荷データ（2010
年度）」（23ページ）をご参照ください。

削減対象化学物質の排出・取扱量（t/年）

項　　目 2010年度の
排出量（取扱量）

2009年度比
増減

 トルエン
 キシレン
 エチルベンゼン
 合　計
ジクロロメタン
 六価クロム
 鉛
 カドミウム

 321
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 1,280
 45
 27
1.7

 0.027

+5.2%
-12.0%
+0.6%
-5.0%
-11.8%
+22.7%
-29.2%
-77.5%
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＊1 主要VOCおよびジクロロメタンは排出量、有害重金属は取扱量を表示。
＊2 カドミウムについては、取扱量が500kg未満であるため、PRTR法による集計には含まれて

いません。

事業活動以外での取組み
❶事業所周辺の清掃活動等の推進

❷ 事業場内・周辺環境の生物多様性の状況を分析･把握して構内

緑化などの活動を推進

❸ 企業の森づくり活動など地域と協働した活動による生物多様性

保全の推進

環境負荷データの入力
・エネルギー ・温室効果ガス
・化学物質 ・水使用量、排水量
・大気 ・水質　他

廃棄物情報の入力
・種類、量 ・処理方法　等

JWNET
・電子マニフェスト登録

入力端末

環境負荷データの集計・分析
・エネルギー ・温室効果ガス
・化学物質 ・水使用量、排水量
・大気 ・水質　　
・廃棄物

マニフェストの発行
・マニフェストの回収期限管理

全社環境データ
管理サーバー

　川崎重工は、「資源を無駄なく利用する製品とものづくりで、

有限な資源を大切に活かし切り、循環させる」ことを目指して

さまざまな活動に取り組んでいます。

　廃棄物排出量削減の取り組みとして、廃油の再利用・再生利

用等の推進ならびに工場から排出される廃棄物を単純焼却

や埋立てをせずにリサイクル率100%を目指すゼロエミッショ

ン活動を継続的に推進しています。工場の特性に応じた活動

とともに、各工場に共通する次のような項目については、全社

に展開しています。

　産業廃棄物の適正処理を行う排出事業者の責任として、

各工場で委託処理している業者の現地確認を少なくとも2～

3年に一度行っています。自社の産業廃棄物が契約書どおり

に処理されていることを担当者が現地で確認するとともに

許可期限の確認や現地確認レポートを作成し、情報を全社

共有すべく社内イントラネットに公開しています。

 当社が保有しているPCB廃棄物は、PCB特措法（ポリ塩化ビ

フェニル廃棄物の適正な処理に関する特別措置法）に従って、

所轄都道府県知事に毎年６月末までに届け出ています。ま

た、日本環境安全事業（株）（JESCO）による処理完了まで、廃掃

法（廃棄物処理及び清掃に関する法律）及び政省令に基づき、

当該事業所に特別管理産業廃棄物管理責任者を選任し、特別

管理産業廃棄物の保管基準に従って、厳重に保管管理してい

ます。

　環境データ管理システムの再構築にあたり、電子マニフェ

ストのJWNETとも連携した社内システムの構築を行ってい

るところです。これにより、各工場の環境データを本社で一元

管理するとともに、電子マニフェストの導入による法令遵守

の徹底やマニフェスト伝票の管理工数削減に取り組んでい

きます。

　こうした活動の結果、2010年度のリサイクル率は2009年度

と同じ、96%になりました。

　廃棄物の総排出量については、操業度の回復に伴う生産

量の拡大等により、2009年度実績より約8％増の約59,700tと

なりました。

　また、売上高原単位指標においては、6.2ポイントと昨年と

ほぼ同様でしたが、売上原単位（廃棄物総排出量／売上高）

を2012年度までに2002年度と比べて12％削減することを全

社目標としており、全社共通の取り組みの効果を分析し、効

率的な施策を進めていきます。

　国の生物多様性国家戦略2010の短期目標「生物多様性の

状況を分析･把握したうえで保全に向けた活動を拡大」を具現

化する取り組みとして、生物多様性保全の観点からも各事業

所において右記の活動を推進しています。

　各事業所の立地などの特性に応じて、構内緑地の整備など

の活動に取り組んでいます。

　川崎重工は、「地球環境に調和した製品とものづくりで、環

境負荷を下げ、生態系の保全に貢献」することを目指して化

学物質削減などさまざまな活動に取り組んでいます。

　全社的な化学物質の削減活動の対象として、主要VOC、ジ

クロロメタン、有害重金属について事業部門ごとに目標を設

定し、削減に取り組んでいます。多くの事業部門で削減活動

の対象となっている、主要VOC、六価クロム、鉛における取り

組みの状況は以下の通りです。適用可能な対策については

かなりの部分を実施済みですが、今後も、更なる削減対策を

進めていきます。

　主要VOCについては、塗装工程からのVOCの削減に対し、

水性塗料などの低VOC塗料への転換や静電塗装による塗着

効率の向上、また、洗浄溶剤の削減に対し、溶剤回収装置や

ドライアイス洗浄装置の導入などを推進しました。生産量の

増大、ユーザーによる塗料の指定、国際規格による塗装基準

の変更など、削減が困難な要因もありましたが、排出量は前

年度よりも減少しました。

　六価クロムについては、塗料に対して、クロムフリー塗料の

導入に取り組み、使用廃止を達成・予定できた部門も増加し

ました。しかし、特殊な表面処理に使用しているものも多く、六

価クロムを使用しない技術の導入に取り組み、順次切り替え

を進めていますが、取扱量は前年度よりも増加しました。

　鉛については、塗料に含まれているものが多く、鉛フリー

塗料への切り替えを中心に削減が進み、使用廃止を達成・

予定できた部門も増加し、取扱量は前年度に対し大幅に減

少しました。

　2010年度からの第7次計画においては、「2020年度までに

管理対象の化学物質について、最少化（重金属は原則ゼロ

化）を目指す」という「環境ビジョン2020」の考え方の下で、さ

らに削減活動を推進します。
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